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９
月
定
例
会
号
で
は
、
主
に
令
和
３

年
度
の
決
算
認
定
状
況
を
掲
載
し
ま
し

た
。

　

決
算
は
、
昨
年
度
の
本
市
の
収
入
支

出
と
、
使
途
お
よ
び
事
業
内
容
を
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
各
分
科
会
で

審
査
を
行
い
、
本
会
議
に
お
い
て
認
定

し
ま
す
。
決
算
の
審
査
は
、
来
年
度
の

予
算
編
成
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
今
号
よ
り
新
た
な
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
広
報
紙
モ
ニ
タ
ー
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
の
掲
載
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（青

木　
一
男
記
）

委

員

長

天

谷

浩

明

副
委
員
長

雨

宮

茂

樹

委

員

川

田

俊

介

小
太
刀　
孝　
之

市

村　
　

隆

小

平

啓

佑

坂

東

一

敏

内　
海
ま
さ
か
ず

青

木

一

男

白

石

幹

男

　
写
真
ア
ド
バ
イ
ザ
ー若

松

千

草

栃
木
市
議
会
広
報
委
員
会

目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが議会だよりの音声テープを作成しておりますので、ご入用の方は
お気軽に議会事務局までお問い合わせください。　　〈TEL：0282-21-2505〉

12月定例会の予定（変更になる場合があります）
日 月 火 水 木 金 土

11/20 21 22 23 24 25 26

勤労感謝の日
本会議

新聞折込 議案等提案
27 28 29 30 12/1 2 3

本会議
『一般質問』

4 5 6 7 8 9 10
常任委員会

（総務） （民生） （産業教育） （建設）
11 12 13 14 15 16 17

本会議
議案等採決

　日程と一般質問の内容は、確定次第、ホー
ムページ等でお知らせするほか、１１月２４日
（木）に新聞折り込みを予定しています。
　また、一般質問の様子は、ケーブルテレビ
や市議会のホームページからもご覧いただけ
ます。
　ぜひ、ご覧ください。

市民の皆さんは請願書・陳情書により、市議会に対して政治や行政に関する意見や要望を述べられます。
市議会議員の紹介があるものは請願書、ないものは陳情書として受け付けます。

○意見陳述について
　請願・陳情の提出時に意見陳述を希望するかどうかをお伺いします。
　提出者が希望する場合には、議会運営委員会において実施の可否を決定し、ご連絡をいたします。

栃木市
マスコットキャラクター

とち介

皆さんの意見・要望等を議会に提出することができます

◯◯に関する請願書（陳情書）

請願人（陳情人）

　住所 栃木市〇〇町〇番〇号

　氏名　栃　木　太　郎

                                外〇名

紹介議員　〇〇〇〇

　栃木市議会議長◯◯◯◯様

◯◯に関する請願（陳情）
1.請願（陳情）の趣旨
2.請願（陳情）の理由

　令和　　年　　月　　日
請願人（陳情人）
　住所 栃木市〇〇町〇番〇号
　氏名　栃　木　太　郎　㊞
栃木市議会議長◯◯◯◯様
　※自署の場合㊞は不要

・要旨は簡潔明瞭にまとめて下
さい。
・請願（陳情）の要旨で場所を
特定している場合は地図や略図
を添えて下さい。
・提出年月日を記入し、議長あ
てとして下さい。
・自署でない場合は押印をして
下さい。（多人数で提出する場
合は、必ず代表者を決め、署名
簿は本文の後に添えて下さい。）
・請願の場合は、１人以上の紹
介議員が必要です。

表　紙 内　容　

特集特集特集特集特集特集特集特集特集
令和３年度決算を認定令和３年度決算を認定令和３年度決算を認定令和３年度決算を認定令和３年度決算を認定令和３年度決算を認定（決算審査）（決算審査）（決算審査）（決算審査）（決算審査）（決算審査） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２～３２～３２～３２～３２～３２～３２～３２～３２～３２～３２～３２～３
新たに発足した委員会の紹介新たに発足した委員会の紹介新たに発足した委員会の紹介 ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ 141414141414
議会報告会議会報告会議会報告会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16～ 1716～ 1716～ 17

未来へはば
たけ

未来へはば
たけ
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ナ
ラ
枯
れ
被
害
緊
急
対
策
事
業
費

質　
実
施
個
所
は

答　
岩
舟
町
静
地
内
７
本
、
藤
岡
町
赤

麻
地
内
１
本
、
藤
岡
町
大
前
地
内
３
本
、

岩
舟
町
静
の
岩
船
山
１
本
、
平
井
町
地

内
６
本
、
岩
舟
町
三
谷
地
内
51
本
、
大
平

町
西
山
田
地
内
26
本
を
伐
倒
燻
蒸
し
た
。

ま
た
、
吹
上
町
地
内
の
事
業
所
内
に
あ
る

１
４
７
本
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
駆
除
に

対
す
る
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
。

就
学
時
心
臓
検
診
充
実
強
化
事
業
補
助
金

質　
補
助
内
容
は

答　
心
臓
検
診
に
対
す
る
一
人
当
た
り

５
０
０
円
の
県
補
助
金
で
あ
る
。

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
費

質　
事
業
の
概
要
は

答　
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
木
造

２
階
建
て
の
一
戸
建
て
住
宅
な
ど
の
耐
震

診
断
費
用
、
耐
震
改
修
費
用
お
よ
び
、
耐

震
建
て
替
え
費
用
等
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
で
あ
る
。

決算を認定決算を認定
認定 賛成 24

反対 3

認定第１号
令和3年度
一般会計決算

主
な
質
疑
主
な
質
疑

（
仮
称
）
渡
良
瀬
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
整
備

事
業
費

質　
オ
ー
プ
ン
後
の
利
用
状
況
は

答　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
カ
月
間

の
来
場
者
数
は
、
月
平
均
、
約
９
０
０
名

で
推
移
し
て
い
る
。

不
用
品
売
払
収
入

質　
売
却
物
件
は

答　
消
防
団
の
再
編
等
に
よ
り
不
用
と

な
っ
た
消
防
車
両
13
台
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
に
よ
り
売
却
し
た
も
の
で
あ

る
。

市
民
相
談
事
業
費

質　
相
談
件
数
は

答　
市
民
相
談
が
６
０
９
件
、
弁
護
士

相
談
が
２
０
１
件
、
宅
地
建
物
相
談
が
39

件
、
行
政
相
談
が
38
件
、
合
同
相
談
が
１

件
で
あ
る
。

保
育
所
費

質　
待
機
児
童
数
は

答　
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
国
の
基
準

に
基
づ
く
待
機
児
童
を
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
の
待
機
児
童
は

い
な
い
。

令和3年度の各会計令和3年度の各会計
　市長は、翌年度の予算を決める3月定例会までに、前年
度の決算について、議会の認定を受けなければなりません。
　議長と議会から選出された監査委員を除いた２６人の議
員が決算特別委員会の委員となって、４つの分科会に分か
れて専門的に審査しました。

討
論
（
認
定
第
１
号
）

  

反
対
（
白
石
議
員
・
針
谷
育
造
議
員
）

　
（
白
石
議
員
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
収
束
は
未
だ
見
え
な
い
。
コ
ロ
ナ
対
策

で
は
、
市
独
自
の
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
問
題
で
は
、

地
裁
判
決
に
従
い
、
控
訴
を
取
り
下
げ
、

土
地
使
用
料
と
固
定
資
産
税
を
歳
入
と
し

て
計
上
す
る
べ
き
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
、

市
民
生
活
と
営
業
が
苦
し
く
な
る
中
、
市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
に
は
不
十
分
で

あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
本

決
算
に
反
対
す
る
。

　
（
針
谷
育
造
議
員
）
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
事
業
費
お
よ
び
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
等
設

定
支
援
事
業
費
に
つ
い
て
、
本
当
に
市
民

の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
再
考
す
べ

き
で
あ
る
た
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

賛
成
（
梅
澤
議
員
）

　

本
決
算
は
、
防
災
・
減
災
対
策
、
子
育

て
支
援
、
事
業
者
支
援
、
地
域
活
性
化
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー

ド
事
業
の
両
面
で
、効
果
的
に
取
り
組
み
、

か
つ
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
た
施
策

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、高
く
評
価
し
た
い
。

今
後
も
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
尽

力
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
、
本
決
算
に

賛
成
す
る
。

決 算
審 査

東京２０２０オリンピック・
パラリンピック事業費 

897万円
ハンガリー選手団の大会前
キャンプ受入れを行った。

子育て世帯への臨時特別
給付金支給事業費

21億3744万円
高校生世代までの子どもがい
る世帯に対し、臨時給付金を
支給した。

産前産後ヘルパー派遣
事業費 

119万円
多胎妊産婦や支援者がいない
妊産婦等に対し、産前産後ヘ
ルパーの派遣を行った。

PCR検査実施事業費
3399万円

新型コロナウイルス感染症の
感染拡大を防止するため、
PCR検査を実施した。

緊急通学路安全施設整備
事業費 2999万円
通学路の安全点検を行い、区
画線並びに防護柵の設置工事
を行った。

観光交流館管理運営費
996万円

観光案内・情報の発信やイベ
ント等を行い、交流人口の増
加を図った。

高規格救急自動車購入
事業費 4022万円
高度な救命処置を提供し、救
命率向上を図るため、車両の
更新を行った。

（仮称）文化芸術館等整備
事業費 ２億8458万円
令和４年度に栃木市立美術館・
文学館として開館するための
ハード整備を行った。

止水板設置等工事補助金
479万円

浸水被害が想定される区域の
止水板設置に対し、補助金を
交付した。

令和3年度に実施された主な事業　※1万円未満切り捨て
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9
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と（
主
な
議
案
等
）

　
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
９
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
７
億

４
０
３
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

６
９
３
億
６
５
６
５
万
５
千
円
と
す
る
。

　
主
な
内
容
は
、財
政
調
整
基
金
積
立
金
、

こ
ど
も
・
妊
産
婦
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
事
業
費
、
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

費
な
ど
を
予
算
計
上
し
た
。

主
な
質
疑
応
答

質

ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機
の

設
置
場
所
は

答　
市
内
の
ゴ
ル
フ
場
に
設
置
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
プ
レ
ー
で
訪
れ
た
方
な

ど
を
対
象
に
、
そ
の
場
で
ふ
る
さ
と
納
税

議
案
の
概
要

　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
拡
大

す
る
に
当
た
り
、
条
例
に
お
け
る
子
ど
も

の
定
義
を
出
生
し
た
日
か
ら
15
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
か
ら

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
の
間
に
あ
る
も
の
に
改
め
る
。

主
な
質
疑
応
答

質　
施
行
日
を
令
和
５
年
１
月
１
日

と
し
た
理
由
は

答　
対
象
者
の
登
録
、
医
療
機
関
へ
の

周
知
等
を
踏
ま
え
、
最
短
で
開
始
で
き
る

の
が
令
和
５
年
１
月
１
日
で
あ
る
。

質　
対
象
者
へ
の
周
知
方
法
は

答　
個
別
に
通
知
す
る
。

質　
登
録
が
遅
れ
た
場
合
の
対
応
は

答　
医
療
費
助
成
は
診
療
月
か
ら
１
年

間
申
請
が
可
能
で
あ
り
、
医
療
機
関
で
保

険
診
療
分
を
支
払
い
、
領
収
書
を
担
当
課

に
提
出
す
れ
ば
助
成
が
受
け
ら
れ
る
。

議
案
の
概
要

　
建
築
基
準
法
お
よ
び
優
良
住
宅
の
普
及

の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

質　
改
正
に
よ
る
変
更
点
は

答　
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

引
用
条
項
の
修
正
お
よ
び
、
こ
れ
ま
で
新

築
ま
た
は
増
改
築
を
行
っ
た
物
件
の
み
が

対
象
で
あ
っ
た
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
制

度
に
つ
い
て
、
既
存
住
宅
の
認
定
も
可
能

と
す
る
こ
と
が
主
な
変
更
点
で
あ
る
。

質　
認
定
に
か
か
る
費
用
は

答　
一
戸
建
て
住
宅
の
手
数
料
は
、
新

築
が
１
万
７
０
０
０
円
、
新
築
以
外
の
増

改
築
お
よ
び
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、

２
万
４
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
返
礼
品
に
は
ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー

券
を
渡
す
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。

質　
物
価
高
騰
対
策
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
金
支
給
事
業
の
該
当
要
件
は

答　
現
在
行
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

の
再
支
給
を
受
け
た
世
帯
が
対
象
で
あ
る
。

質　
市
単
独
農
業
農
村
整
備
事
業
の

事
業
内
容
は

答　
工
事
は
全
部
で
４
件
あ
り
、
都
賀

町
原
宿
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
と

吹
上
東
部
地
区
に
あ
る
荒
川
の
土
砂
の
浚

渫
、
梅
沢
町
の
表
土
の
入
れ
替
え
、
皆
川

城
内
町
の
た
め
池
か
ら
隣
接
す
る
農
地
へ

の
漏
水
対
策
工
事
で
あ
る
。

質　
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
費
の

補
正
額
の
積
算
根
拠
は

答　
申
請
代
行
業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
過
去
３
年
間
の
申

請
実
績
を
鑑
み
、
合
併
浄
化
槽
新
設
に
対

す
る
補
助
30
件
と
転
換
10
件
の
計
40
件
分

を
見
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

可決 全会一致

一般会計補正予算
（第５号）

議案第93号　
令和4年度一般会計補正予算
（第5号）

可決可決 全会一致

一般会計補正予算
（第５号）（第５号）

議案第93号　
令和4年度一般会計補正予算
（第5号）

　本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために、討論が行われた議案等の番号と発言した議員名は
次のとおりです。（○＝賛成　●＝反対）
認定第1号　　　　　　　●白石　幹男 議員　●針谷　育造 議員　〇梅澤　米満 議員
認定第2・3・4号　　　　●白石　幹男 議員　〇梅澤　米満 議員

議案等の審議結果
　９月定例会では、議案２０件、決算の認定９件が審査されました。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。

賛成：◯　反対：●

番　号 件　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
川
田
　
俊
介
　

小
太
刀
孝
之

市
村
　
　
隆
　

雨
宮
　
茂
樹

森
戸
　
雅
孝

浅
野
　
貴
之

小
平
　
啓
佑

大
浦
　
兼
政

針
谷
　
育
造

古
沢
ち
い
子

大
谷
　
好
一

坂
東
　
一
敏

内
海
ま
さ
か
ず

小
久
保
か
お
る

青
木
　
一
男

松
本
　
喜
一

梅
澤
　
米
満

天
谷
　
浩
明

針
谷
　
正
夫

広
瀬
　
義
明

氏
家
　
　
晃

福
富
　
善
明

福
田
　
裕
司

中
島
　
克
訓

大
阿
久
岩
人

小
堀
　
良
江

白
石
　
幹
男

関
口
孫
一
郎

真
政
ク
ラ
ブ

創
政
会

真
政
ク
ラ
ブ

公
明
党
議
員
会

真
政
ク
ラ
ブ

か
が
や
き

自
民
未
来

自
民
未
来

創
志
会

公
明
党
議
員
会

自
民
未
来

か
が
や
き

創
志
会

公
明
党
議
員
会

自
民
未
来

自
民
未
来

真
政
ク
ラ
ブ

か
が
や
き

か
が
や
き

自
民
未
来

自
民
未
来

無
会
派

創
政
会

無
会
派

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

無
会
派

自
民
未
来

認 定
第１号

令和３年度栃木市一般会計
歳入歳出決算の認定につい
て

認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議

長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○ ○ ● ○

認 定
第２号

令和３年度栃木市国民健康
保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定
第３号

令和３年度栃木市後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について

認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定
第４号

令和３年度栃木市介護保険
特別会計（保険事業勘定）
歳入歳出決算の認定につい
て

認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

※その他の議案25件は全会一致で可決されました。

　今回の表紙の写真は、スケートボードパーク（神田町）で練習をす
る子どもたちです。
　パークにはプロボーダーが２名所属し、全日本の大会で優勝した選
手も輩出しているとのことです。
　市内在住の方のみでなく、近隣市町からも選手が通って日々技術を
磨いています。初心者の方も利用されており、選手の育成にも力を入
れています。
　将来、栃木市からオリンピック選手が出てくることを期待したいですね。
（撮影協力：TUMUJI SKATE PARK　表紙撮影：坂東・内海委員）

表紙の写真 未来へはばたけ

可決 全会一致

対象者を拡大

議案第１０４号　栃木市こど
も医療費助成に関する条例の
一部を改正する条例の制定

可決可決 全会一致

対象者を拡大対象者を拡大

議案第１０４号　栃木市こど
も医療費助成に関する条例の
一部を改正する条例の制定

可決 全会一致

既存住宅の認定が
可能に

議案第１０７号　栃木市手
数料条例の一部を改正する
条例の制定

可決可決 全会一致

既存住宅の認定が
可能に可能に

議案第１０７号　栃木市手
数料条例の一部を改正する
条例の制定
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第 55 号第 55 号 令和 4年 11 月 18 日令和 4年 11 月 18 日

一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス

子
ど
も
は
未
来
の
希
望
で
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
で
あ
る
。

　
教
育
行
政
は
一
朝
一
夕
に
は
結
果
が
出

な
い
か
ら
こ
そ
、
理
想
と
哲
学
を
持
っ
て

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

未
来
の
希
望
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

ま
っ
す
ぐ
に
瞳
を
上
げ
、
雨
の
日
で
も

ま
っ
し
ぐ
ら
に
学
校
に
行
き
た
く
な
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
は
、
私
た
ち
大
人
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
市
長
に
は
ま
ち
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
次
期
教
育
大
綱
お
よ

び
教
育
計
画
の
策
定
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

本
市
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
す

　
今
後
の
教
育
に
お
い
て
は
、
自
分
の
ふ

る
さ
と
や
住
む
ま
ち
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

育
み
な
が
ら
、
一
人
一
人
が
個
性
と
能
力

を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
そ
れ
を
互
い
に

認
め
合
い
、
変
化
す
る
社
会
を
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
て
い
く
力
を
培
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
人
づ
く
り
は
よ
り
よ
い
社
会
や

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
基
盤
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
未
来
へ
の
確
か
な
投
資
と
し
て
教

育
予
算
の
確
保
に
努
め
、
本
市
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実
を
目
指
す
。

　
次
期
教
育
大
綱
お
よ
び
教
育
計
画
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
教
育
の
成
果

を
基
盤
と
し
な
が
ら
、「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
５・
０
」
や
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
」

へ
の
対
応
等
、
近
い
将
来
起
こ
り
得
る
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
変
化
や
市
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
等
に
応
え
た
新
た
な
施
策
を
掲
げ

る
と
と
も
に
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
内
容
が

市
民
の
方
々
に
と
っ
て
将
来
へ
の
希
望
と

な
る
よ
う
に
策
定
し
て
い
く
。

●
学
校
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て

浅野 貴之 議員
かがやき

い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
ど
ん
な

協
議
で
、
減
免
を
決
め
た
の
か

　
「
固
定
資
産
税
、
使
用
料
免
除
」
の
経

過
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
情
報

公
開
請
求
に
お
い
て
も
「
庁
議
資
料
等
、

事
前
協
議
文
書
は
な
い
」
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
文
書
な
し
で
一
連
の
こ
と
が
進

め
ら
れ
た
の
か
不
思
議
で
あ
り
、「
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
が
、
ど
ん
な
協
議
」
を
し
た

の
か
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
文
書
取
扱
規
定
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
公
文
書
の
在
り
方
お

よ
び
今
後
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

た
め
に
、
適
切
な
事
務
執
行
の
確
約
が
で

き
る
の
か
伺
う
。

答
弁
癸
生
川
総
合
政
策
部
長

令
和
２
年
３
月
の
庁
議
で
決
定
し
た

　
平
成
30
年
12
月
3
日
に
サ
ッ
カ
ー
専
用

ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
へ
の
財
政
支
援
を
含
む

７
項
目
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
ク
ラ
ブ
運
営
会
社
と
さ
ま
ざ

ま
な
協
議
を
重
ね
、
令
和
元
年
8
月
19
日

に
岩
舟
総
合
運
動
公
園
内
へ
の
ス
タ
ジ
ア

ム
整
備
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
が
あ
っ

た
。

　
内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
こ
れ
ま
で
の

協
議
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
翌
8
月

20
日
の
庁
議
で
市
の
方
針
を
決
定
し
た
。

　
方
針
決
定
後
、
地
元
説
明
会
や
議
員
研

究
会
を
行
い
、
令
和
2
年
3
月
10
日
の
庁

議
で
、
10
年
間
を
上
限
と
す
る
固
定
資
産

税
の
免
除
を
決
定
し
た
。

　
な
お
、
公
式
の
会
議
で
は
会
議
録
を
作

成
し
公
文
書
と
し
て
保
管
す
る
が
、
今

回
は
意
見
交
換
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ

り
、公
文
書
と
し
て
は
保
管
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
文
書
取
扱
規
定
で
は
、
文
書
は

市
民
と
市
が
共
有
す
る
財
産
で
あ
る
と
の

認
識
の
も
と
、
常
に
整
理
保
管
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
手
続
き
や

公
文
書
の
在
り
方
は
、
市
と
し
て
の
説
明

責
任
を
果
た
す
上
で
大
切
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

●
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
住
民
訴
訟

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

〇
と
ち
ぎ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
の
入
札

針谷 育造 議員
　　　　　　創志会

移
動
投
票
所
の
導
入
検
討
を

　
平
成
29
年
12
月
定
例
会
で
「
移
動
投
票

所
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
考
慮
し
、
導
入

を
検
討
す
る
。」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

　
期
日
前
移
動
投
票
所
を
導
入
し
、
昼
間

は
山
間
部
を
中
心
に
回
り
、
夕
方
は
放
課

後
の
時
間
等
を
利
用
し
、
市
内
９
つ
の
高

校
を
回
る
な
ど
、
若
者
世
代
の
投
票
を
促

す
こ
と
に
よ
っ
て
投
票
率
向
上
が
見
込
め

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
毛
塚
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

　
移
動
投
票
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

12
月
議
会
に
お
い
て
、
選
挙
の
公
平
性
、

二
重
投
票
防
止
シ
ス
テ
ム
の
確
保
、
費
用

対
効
果
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
お
答
え
し
た
。
移
動
投
票

所
の
開
設
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
た
車
両
の
確
保
、
対
象
地
域
の
選
定
、

有
権
者
を
名
簿
対
照
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
、
ま
だ
課
題
が
多
い
状
況

で
あ
る
の
で
、
他
の
自
治
体
の
先
進
事
例

等
を
参
考
に
、引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
加
え
て
、
期
日
前
投
票
所
へ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
く
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
従

来
行
っ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
向

け
の
期
日
前
投
票
所
へ
の
移
動
支
援
を
さ

ら
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、
他
の
移
動
手

段
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
若
い
世
代
の
方
が
投
票
し
や
す

い
環
境
の
整
備
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
と

認
識
し
て
い
る
が
、
高
校
へ
の
移
動
投
票

所
の
有
用
性
や
設
置
可
能
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
課
題
等
を
洗
い
出
し
て
、
併
せ
て

検
討
し
て
い
く
。

●
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み

〇
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
向
上

〇
有
害
鳥
獣
対
策

雨宮 茂樹 議員
公明党議員会

市
の
歴
史
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
行
い
、
さ
ら
な
る
魅
力
発
信
を

　
「
知
的
財
産
基
本
法
」
に
基
づ
き
、

２
０
１
７
年
に
内
閣
府
知
的
財
産
戦
略
推

進
事
務
局
が
中
心
と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
連
携

に
関
す
る
関
係
省
庁
等
連
絡
会
や
実
務
者

協
議
会
な
ど
を
開
催
す
る
等
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
活
用
と
取
り
組
み

が
加
速
化
し
て
い
る
。

　
市
の
歴
史
資
料
に
つ
い
て
も
収
集
保
存

を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
整
備
を
行
い
、
未
来
に
本
市
の
歴
史
文

化
を
継
承
す
る
こ
と
が
、
市
の
魅
力
発
信

に
な
る
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
考
え
を

伺
う
。

答
弁
青
木
教
育
長

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
に
向

け
、
適
切
な
手
法
を
研
究
し
て
い
く

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
こ

と
は
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力
を
広
く
発
信

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
現
在
、
栃
木
市
立
美
術
館
お
よ
び
文
学

館
に
お
い
て
は
、
主
な
収
蔵
品
や
資
料
を

デ
ー
タ
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
準
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
が
進
み
つ
つ

あ
る
。

　
今
後
は
、
教
育
委
員
会
で
所
管
し
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
資
源
に
つ
い
て
も
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
に
向
け
、

優
先
順
位
や
費
用
対
効
果
等
も
踏
ま
え
、

適
切
な
手
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

●
栃
木
市
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
館
設
立

〇
例
幣
使
街
道
で
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

古沢 ちい子 議員
公明党議員会
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合
併
に
よ
り
栃
木
市
が
観
光
農
園

を
引
き
継
い
だ
の
で
は
な
い
か

　
合
併
に
よ
り
栃
木
市
は
旧
岩
舟
町
よ
り

観
光
農
園
い
わ
ふ
ね
を
引
き
継
い
だ
と
理

解
し
て
い
る
。

　
現
在
の
観
光
農
園
は
地
元
密
着
型
の
農

園
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感

じ
る
が
、
旧
岩
舟
町
と
の
合
併
協
議
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
民
営
化
を
行
っ
た
際
に
地
元
団

体
で
は
な
く
、
現
在
の
経
営
者
を
選
定
し

た
が
、
こ
の
民
営
化
は
旧
岩
舟
町
と
の
合

併
協
議
の
内
容
に
沿
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
今
後
、
栃
木
市
は
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね

に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
持
っ
て

い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。

答
弁
秋
間
産
業
振
興
部
長

現
行
の
と
お
り
新
市
に
お
い
て

継
続
し
て
い
る

　
栃
木
市
・
岩
舟
町
合
併
協
議
に
お
い
て

は
、
合
併
協
定
項
目
の
公
共
的
団
体
等
の

取
り
扱
い
の
中
で
協
議
が
行
わ
れ
、
株
式

会
社
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
お
い
て
継
続
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
当
施
設
は
、
本
市
の
重
要
な
観

光
資
源
か
つ
地
域
農
業
の
振
興
に
必
要
な

施
設
で
あ
り
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内
外
の
観
光
客

の
獲
得
や
新
規
就
農
者
の
育
成
の
場
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
一
方
で
、
地
元
と
も
良
好
な
関
係
が
築

か
れ
る
よ
う
、
現
在
の
経
営
者
に
強
く
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね

○
生
活
道
路

〇
栃
木
市
の
将
来
像

市村　隆 議員
　　　　真政クラブ

市
民
が
使
え
な
い
ほ
ど
高
額
な
使
用
料

の
施
設
が
公
の
施
設
と
言
え
る
の
か

　
岩
舟
総
合
運
動
公
園
に
あ
る
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
の
使
用
料
は
１
日（
８
時
間
）

約
１
０
０
万
円
、
栃
木
市
民
は
特
別
で

72
万
円
で
あ
る
。

　
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場（
通

称
カ
ン
セ
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
と
ち
ぎ
）
の
使

用
料
は
ア
マ
チ
ュ
ア
利
用
で
１
日
（
９
時

間
３
０
分
）
４
万
８
１
０
０
円
で
あ
る
。

　
カ
ン
セ
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
と
岩
舟
の
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
同
じ
都
市
公
園
の
運

動
施
設
で
あ
る
が
、
岩
舟
の
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
使
用
料
金
は
公
の
運
動
施
設
の

料
金
と
し
て
適
正
と
言
え
る
の
か
、
見
解

を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い

料
金
設
定
と
な
る
よ
う
協
議
し

て
い
く

　

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
天
然
芝

サ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
や
５
千
人
収
容
の

観
客
席
を
備
え
た
Ｊ
３
の
試
合
に
対
応
で

き
る
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
、
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
を
活
用
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
施
設
と
は
別
個
の
性
能
を
備
え
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
伴
い
、維
持
管
理
費
の
増
加
や
、

試
合
後
の
芝
生
復
旧
期
間
な
ど
に
よ
る
利

用
日
数
制
限
を
考
慮
す
れ
ば
、
民
間
施
設

と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
価
格
設
定
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
は
市
民
に

と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
い
料
金
設
定
と

な
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

〇
治
水
対
策

〇
選
挙
投
票
事
務

●
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
使
用
料
金
設
定

〇
栃
木
市
と
旧
統
一
教
会
と
の
関
係

内海 まさかず 議員
　　　　　　創志会

渋
滞
緩
和
に
よ
る
交
差
点
の
安
全

性
向
上
を

　
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
は
、
市
内
の

ど
の
地
域
に
お
い
て
も
、
交
通
事
故
の
発

生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

　
大
平
地
域
内
の
県
道
蛭
沼
・
川
連
線
と

市
道
２
０
９
４
号
線
が
交
わ
る
交
差
点

は
、
県
道
側
に
右
折
レ
ー
ン
が
な
い
た
め

に
、
右
折
車
が
あ
っ
た
場
合
、
必
ず
渋
滞

が
発
生
し
、
先
頭
の
右
折
車
は
信
号
が
変

わ
る
寸
前
に
走
行
す
る
。

　
通
学
路
で
あ
る
当
該
交
差
点
で
は
、
児

童
・
生
徒
へ
の
接
触
事
故
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
安
全
確
保
を
図
る
意
味
で
右

折
用
矢
印
信
号
や
時
差
式
信
号
の
導
入
を

求
め
る
。

答
弁
瀬
下
生
活
環
境
部
長

交
差
点
の
現
状
や
地
元
か
ら
の

要
望
等
を
警
察
に
伝
え
、
改
善

を
推
進
し
て
い
く

　
交
差
点
へ
の
時
差
式
信
号
や
矢
印
信
号

の
導
入
は
、
自
動
車
の
渋
滞
改
善
だ
け
で

な
く
、
歩
行
者
等
の
安
全
確
保
に
も
効
果

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
信
号
機

設
置
な
ど
の
交
通
規
制
全
般
は
、
警
察
の

管
轄
で
あ
り
、
道
路
交
通
法
や
警
察
庁
が

示
し
た
「
信
号
機
設
置
の
指
針
」
等
に
基

づ
き
、
公
安
委
員
会
の
許
可
を
得
て
設
置

等
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
と
し
て
は
、
交
差
点

の
現
状
や
地
元
か
ら
の
要
望
等
に
つ
い

て
、
警
察
に
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
に

よ
り
改
善
を
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
交
通
事
故
が
発
生
し
や
す
い
と

思
わ
れ
る
交
差
点
等
に
つ
い
て
、
現
状
を

確
認
し
た
上
で
、「
通
学
路
注
意
」
の
看

板
を
設
置

す
る
な
ど

の
対
応
を

引
き
続
き

進
め
て
い

く
。

〇
令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
る
市
内

　
被
害
状
況

●
市
内
通
学
路
の
安
全
対
策

〇
ふ
る
さ
と
納
税

小太刀 孝之 議員
創政会

男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
は
で
き
な
い
か

　
前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
等
の
手
術
後

に
は
頻
尿
や
尿
漏
れ
が
起
き
や
す
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
尿
漏

れ
パ
ッ
ド
を
使
用
す
る
事
例
が
数
多
く
見

受
け
ら
れ
、
外
出
の
際
に
は
自
宅
ま
で
使

用
済
み
の
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
持
ち
帰
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
か

ら
も
同
じ
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
外
出
す
る
こ
と
の
不
安
を
取
り
除
く
き

め
細
や
か
な
対
応
策
と
し
て
、
男
性
用
ト

イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

高
齢
者
等
が
多
く
利
用
す
る
施
設

か
ら
順
次
設
置
し
て
い
く

　
本
市
で
は
、
国
、
県
の
が
ん
対
策
推
進

に
基
づ
き
、
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
支
援

な
ど
、
が
ん
患
者
等
を
支
え
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
へ

の
配
慮
の
観
点
か
ら
も
、
男
性
ト
イ
レ
へ

の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
望
ま

れ
る
が
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
市
内
の

施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
パ
ッ
ド
の
交
換
等
を
し
た

い
男
性
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
利
用
や
持

ち
帰
り
の
対
応
と
な
り
、
ス
ト
レ
ス
等
を

感
じ
て
い
る
方
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
等
が

多
く
利
用
す
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
準
備
が
で
き
次
第

順
次
設
置
し
、
他
の
市
有
施
設
へ
も
可
能

な
範
囲
で
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
商
業
施
設
等
で
も
既
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
企
業
等

へ
の
普
及
を
促
す
た
め
、
設
置
に
つ
い
て

の
参
考
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信

し
て
い
く
。

〇
市
民
活
動
の
充
実
と
受
け
入
れ
体
制

●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
課
題
と　
　

　
今
後
の
対
応

〇
不
登
校
に
対
す
る
取
り
組
み
、
支
援

小久保 かおる 議員
公明党議員会

観光農園いわふね
県道蛭沼・川連線と市道
２０９４号線が交わる交差点

栃木県総合運動公園
陸上競技場
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空
き
家
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
と

さ
ら
な
る
強
化
策
に
つ
い
て

　
市
で
は
空
き
家
を
少
し
で
も
少
な
く
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。「
空
き
家
等
対
策
懇
談
会
」
の

開
催
や
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
相
続

財
産
管
理
人
制
度
予
納
金
」、「
空
き
家
発

生
予
防
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

が
、
今
後
の
対
策
と
空
き
家
に
対
す
る
さ

ら
な
る
強
化
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く

　
空
き
家
数
が
減
少
し
た
の
は
、
空
き
家

対
策
の
推
進
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
引
き

続
き
空
き
家
バ
ン
ク
や
解
体
補
助
の
提
案

に
よ
り
、空
き
家
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
所
有
者
が
不
明
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

栃
木
市
空
き
家
等
対
策
懇
談
会
に
お
い
て
、

危
険
な
空
き
家
の
対
応
策
に
つ
い
て
意
見

を
伺
う
と
と
も
に
、
財
産
管
理
人
制
度
を

活
用
し
、
問
題
解
消
を
図
っ
て
い
く
。

　
今
後
進
行
す
る
高
齢
社
会
で
は
、
空
き

家
に
な
る
前
に
活
用
方
法
な
ど
を
検
討

し
て
お
く
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
福
祉
部
局
と
連
携
し
た
「
空
き
家
発

生
予
防
の
た
め
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」
を
７

月
に
初
め
て
開
催
し
た
。
今
後
、
年
内
に

各
地
区
公
民
館
等
で
８
回
の
実
施
を
予
定

し
て
お
り
、
相
続
診
断
士
に
よ
る
相
談
窓

口
を
紹
介
す
る
な
ど
、
空
き
家
の
発
生
を

抑
制
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
。

●
空
き
家
対
策

 青木 一男 議員
自民未来

一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
入

は
不
公
平
、
経
営
改
善
を
！

　
下
水
道
事
業
は
企
業
会
計
で
あ
り
独
立

採
算
で
あ
る
。
だ
が
、
本
市
に
お
い
て
は

長
期
に
わ
た
り
10
億
円
を
超
え
る
一
般
会

計
か
ら
の
基
準
外
繰
入
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
雨
水
は
公
費
、
汚
水
は
私
費

の
大
原
則
を
覆
す
も
の
で
あ
る
。

　
下
水
道
未
加
入
の
市
民
の
血
税
を
受
益

者
負
担
が
前
提
の
会
計
へ
と
流
用
す
る
こ

と
は
、
不
公
平
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
経
営
改
善
と
基
準
外
繰
入
の
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁
小
野
寺
上
下
水
道
局
長

適
正
な
使
用
料
に
つ
い
て
、

上
下
水
道
事
業
調
査
委
員
会
で

検
討
し
て
い
く

　
本
市
の
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
平
成

30
年
度
よ
り
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用

し
、
独
立
採
算
制
の
原
則
に
基
づ
く
地
方

公
営
企
業
と
し
て
健
全
経
営
に
努
め
て
き

た
。

　
一
方
、
下
水
道
事
業
の
実
施
に
は
当
初

か
ら
多
大
な
設
備
投
資
が
必
要
と
な
る

が
、
そ
の
財
源
と
し
て
企
業
債
を
充
て
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
返
済
に
対
す
る
基
準
外

繰
入
金
が
必
要
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
基
準
外
繰
入
金
の
解
消
を
目

指
す
た
め
、
令
和
２
年
度
に
「
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
」
を
策
定
し
、
そ
の
低
減
に

向
け
た
収
支
の
見
通
し
を
立
て
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
加
え
て
、
下
水
道
事
業
の
経
営

状
況
や
将
来
の
課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
適
正
な
使

用
料
に
つ
い
て
、
上
下
水
道
事
業
調
査
委

員
会
へ
検
討
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

〇
道
路
維
持
管
理
へ
の
市
民
と
の
連
携

〇
住
民
税
特
別
徴
収
の
推
進

●
栃
木
市
の
公
平
な
上
下
水
道
事
業

広瀬 義明 議員
自民未来

エ
ア
コ
ン
購
入
・
設
置
費
用
へ
の

助
成
制
度
の
導
入
を
！

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
ら
か
、
酷
暑
の

夏
が
続
き
、
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
例
も
相

次
い
で
い
る
。
特
に
高
齢
者
は
体
温
調
整

が
う
ま
く
で
き
ず
、
室
内
で
も
熱
中
症
に

陥
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
わ
れ
、
エ
ア
コ

ン
は
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
規
の
生
活
保
護
世
帯
に
は
エ
ア
コ
ン

購
入
費
の
支
給
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
エ
ア
コ
ン
の
な
い

高
齢
者
世
帯
や
低
所
得
者
世
帯
に
対
す
る

エ
ア
コ
ン
購
入
、
設
置
費
用
へ
の
助
成
制

度
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

答
弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

来
年
度
よ
り
導
入
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く

　
熱
中
症
に
つ
い
て
は
、８
月
30
日
現
在
、

本
市
に
お
け
る
救
急
搬
送
者
数
は
94
名

で
あ
り
、
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
54

名
と
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。

　
温
暖
化
の
進
行
等
に
よ
り
、
今
後
も
こ

の
傾
向
が
続
く
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
庁
内
連
携
会
議
の
設
置
や
熱
中

症
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
導
入
な

ど
、
包
括
連
携
協
定
等
も
活
用
し
、
市
を

挙
げ
て
熱
中
症
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
熱
中
症
の
予
防
対
策
と
し
て
、
エ
ア
コ

ン
の
活
用
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
も
エ
ア
コ
ン
の
な
い
低
所
得
者

高
齢
者
世
帯
へ
の
購
入
費
お
よ
び
設
置
費

用
の
助
成
制
度
に
関
し
、
来
年
度
よ
り
導

入
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

〇
物
価
高
騰
対
策

〇
子
育
て
支
援

●
高
齢
者
対
策

白石 幹男 議員
無会派

競
技
観
戦
に
お
け
る

本
市
特
有
の
対
応
状
況
は

42
年
ぶ
り
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民

体
育
大
会
に
お
い
て
、
本
市
開
催
競
技
は

６
競
技
と
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
伴
う
入
場
制
限
に

つ
い
て
の
規
定
や
有
観
客
と
な
る
競
技

名
、
競
技
会
場
な
ど
、
競
技
観
戦
に
お
け

る
本
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
観
戦
に
お
け
る
本
市
特
有
の
対

応
状
況
等
が
あ
れ
ば
伺
う
。

答
弁
癸
生
川
総
合
政
策
部
長

大
型
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
や
国
体

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
全
試
合
ラ
イ
ブ

配
信
を
行
う

　
国
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
県
が
策
定
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、

大
会
運
営
を
行
う
。
規
定
で
は
、
観
戦
者

数
は
定
員
の
50
％
以
内
に
制
限
さ
れ
て
お

り
、
一
般
の
方
が
観
覧
で
き
る
会
場
を
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
の
マ
ル
ワ
・
ア
リ
ー

ナ
と
ち
ぎ
と
ボ
ー
ト
競
技
お
よ
び
カ
ヌ
ー

競
技
の
渡
良
瀬
遊
水
地
谷
中
湖
の
３
競
技

３
会
場
と
し
た
。

　
本
市
独
自
の
対
応
と
し
て
は
、マ
ル
ワ・

ア
リ
ー
ナ
と
ち
ぎ
で
は
会
場
内
に
入
場
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
噴
水
広
場
に
大
型

モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
試
合
を
観
戦
い
た

だ
く
。

　
ま
た
、
国
体
全
競
技
を
パ
ソ
コ
ン
等
で

観
戦
で
き
る「
国
体
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
は
、

通
常
は
各
競
技
決
勝
日
の
み
の
配
信
で
あ

る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
市

開
催
競
技
を
予
選
か
ら
決
勝
ま
で
、
全
て

の
試
合
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
う
。

●
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
と
ち
ぎ

　
大
会
に
お
け
る
本
市
の
対
応
状
況

〇
公
共
施
設
再
編
の
取
り
組
み

福田 裕司 議員
創政会

昨年１１月に設置された
上下水道事業調査委員会

市内にある空き家の現状
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長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
の
増
加
を

懸
念
す
る

　
大
田
原
市
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
が
共

同
で
行
っ
た
介
護
予
防
の
実
態
調
査
に
よ

る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
間
で
、「
ロ
バ

ス
ト
」（
健
康
）
だ
っ
た
高
齢
者
が
約
1

割
減
り
、
逆
に
心
身
が
衰
え
る
「
フ
レ
イ

ル
」
が
1
割
強
増
え
た
要
因
と
し
て
、
就

労
や
余
暇
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
参
加
す
る
機
会
が
減
っ
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
高
齢
者
の
外
出
自
粛
等
に
よ
り
、
運
動

不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
生

じ
、
フ
レ
イ
ル
状
態
に
な
る
こ
と
を
懸
念

す
る
が
、
現
状
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
啓
発
の

推
進
を
図
っ
て
い
る

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
出
自
粛
な
ど
の

影
響
で
、
歩
く
こ
と
や
身
の
回
り
の
生
活

動
作
が
行
い
に
く
く
な
っ
た
り
、
疲
れ
や

す
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
フ
レ
イ
ル
の

進
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
感

染
対
策
に
努
め
な
が
ら
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、運
動
器
機
能
向
上・

栄
養
改
善
・
口
腔
機
能
向
上
・
認
知
症
予

防
等
の
複
合
型
の
介
護
予
防
教
室
を
通
常

ど
お
り
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
主
活
動
団
体
に
対
し
て
、
無

理
な
く
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き

る
高
齢
者
向
け
筋
力
運
動
「
あ
っ
た
か
と

ち
ぎ
体
操
」
の
啓
発
と
普
及
に
努
め
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
外
出
を
た
め
ら
う
方
に
は
、

自
宅
で
個
別
に
で
き
る
介
護
予
防
の
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、
本
市
で
制
作
し
た

「
と
ち
ぎ
ハ
ー
ト
体
操
」
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
適
宜
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
フ
レ
イ

ル
予
防
の
普
及
啓
発
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。

〇
少
子
高
齢
社
会
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
地
域
活
動
へ
の
懸
念

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
健
康
寿
命
へ
の

　
影
響

〇
本
市
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例

　
の
制
定

森戸 雅孝 議員
真政クラブ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
よ
り
よ
い
対

応
を
要
望
す
る

　
地
権
者
の
高
齢
化
や
相
続
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
あ
る
と
思
う
。

　
何
か
政
策
を
考
え
、
対
応
し
て
い
か
な

い
と
、
中
心
市
街
地
が
空
洞
化
す
る
こ
と

は
目
に
見
え
て
い
る
。

　
行
政
が
汗
を
か
き
、
地
権
者
や
関
係
者

が
理
解
を
し
て
、
そ
の
問
題
の
解
決
に
向

け
、
相
互
に
努
力
や
協
力
を
惜
し
ま
な
い

状
況
を
つ
く
ら
な
い
と
物
事
は
進
ま
な
い
。

　
今
後
の
そ
れ
ら
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
宇
梶
都
市
建
設
部
長

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く

　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
加
え
、
空
洞
化
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応
し
た
整
備
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
湊
町
と
富
士
見
町
に

お
い
て
は
、
昨
年
８
月
に
全
て
の
土
地
所

有
者
を
対
象
に
、
個
別
の
土
地
利
用
や
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
意
向
調
査
を
実
施
し
た
。

　
市
と
し
て
は
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
関

係
者
へ
の
報
告
や
自
治
会
と
連
携
し
た
勉

強
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、
ま
ち
の
在
り

方
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
、
よ
り

よ
い
整
備
手
法
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

〇
危
機
管
理
課
の
事
務
室
の
場
所

〇
道
路
管
理

●
市
街
地
整
備

天谷 浩明 議員
かがやき

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
の
た
め

A
L
T
の
増
員
は
で
き
な
い
か

　
県
内
で
も
ま
れ
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

推
進
室
」
を
設
立
し
、
実
施
し
て
い
る
本

市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
実
施
体
制
に
つ

い
て
伺
う
。

　
併
せ
て
、各
教
科
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、

他
校
の
児
童
生
徒
と
の
交
流
、
外
国
語
活

動
の
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
お

よ
び
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
活

用
、
増
員
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
名
淵
教
育
次
長

教
育
委
員
会
の
中
で
し
っ
か
り

と
議
論
し
て
い
き
た
い

　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
基
本
計
画
に
お
い
て

は
、
児
童
生
徒
が
多
面
的
・
多
角
的
な
視

点
か
ら
物
事
を
考
え
る
機
会
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
各
教
科
等
に
お
い
て
「
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
社
会
科
と
理
科

〇
子
育
て
政
策

●
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

小平 啓佑 議員
自民未来

買
い
物
弱
者
問
題
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
い
く
の
か

　
高
齢
者
を
中
心
に
食
料
品
等
の
買
い
物

が
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
が

お
り
、国
は
「
買
い
物
弱
者
」
と
定
義
し
、

社
会
的
課
題
解
決
に
向
け
自
治
体
と
連
携

し
、
支
援
し
て
い
る
。

　
本
市
に
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
や
蔵
タ
ク

等
の
ほ
か
、
民
間
事
業
者
の
宅
配
事
業
や

買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
、
移
動
ス
ー
パ
ー

等
が
あ
り
、
地
元
住
民
組
織
が
買
い
物
支

援
の
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
買
い
物
弱
者
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

相
談
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

　
本
市
で
は
既
に
官
民
一
体
と
な
っ
た
、

多
様
な
買
い
物
弱
者
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
既
存
の

サ
ー
ビ
ス
を
、
市
民
が
適
切
に
利
用
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域

内
の
買
い
物
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
情
報
の

リ
ス
ト
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
市
民
に
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
相
談
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

●「
食
料
品
ア
ク
セ
ス
問
題
」（
い
わ
ゆ
る

　
「
買
い
物
難
民
」「
買
い
物
弱
者
」）

〇
県
行
分
収
造
林
事
業

 針谷 正夫 議員
　　　　　かがやき

の
指
導
資
料
の
素
案
を
作
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
友
好
親
善
都
市
で
あ
る
滝
川
市

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
児
童
生
徒
会
交
流

活
動
の
実
施
に
向
け
、
現
在
、
実
施
方
法

や
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
度
に
小
学
校
14
名
、
中
学
校
6
名
の
計

20
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
採
用
し
、
研
修
会
等
を

通
し
て
指
導
力
向
上
を
図
り
、
T
T
に
よ

る
直
接
体
験
を
重
視
し
た
学
習
機
会
を
充

実
さ
せ
て
い
る
。

　

な
お
、
増
員
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
の
中
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
き
た

い
。

空き地が目立つ中心市街地
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新しい委員会が発足しました（議会改革検討委員会・議会報告会運営委員会）

◎委員長・〇副委員長

透明性のある議会を目指して（公職選挙法について）
　令和４年6月7日付で新聞報道のあった栃木市議会議員選挙での公職選挙法に関連した問題につい
て、市民の信頼を損ねるような行為があったことから、8月1日（月）・2日（火）、正副議長室において、
議長が議員２名に対し、反省を促すとともに引き続き真摯に対応するよう口頭で指導を行いました。
　また、議会として公職選挙法に対するさらなる理解の醸成を図
るため、8月12日（金）には公職選挙法をテーマとした「政治倫
理の確立に向けた勉強会」を開催しました。
　市政に携わる責任を自覚し、市民の信頼に値する高い倫理観を
持つとともに、誠実かつ公正にその職務を果たすため、今後とも、
公職選挙法等に関する勉強会を継続的に開催し、資質向上に努め
てまいります。

　改選後、議長により新たな議会改革検討委員会および議会報告会運営委員会が設置され、それぞれ
の委員会のメンバーが決まりました。
　各委員会において、議会活動をより充実したものとするために取り組んでまいります。

〇議会改革検討委員会
　議会改革検討委員会は7名の委員で構成され、近年の著し
い社会情勢の変化による多様な市民の要望に応え、市政の課
題に迅速かつ的確に対応するための議会改革に取り組んでい
ます。

○議会報告会運営委員会
議会報告会運営委員会は9名の委員で構成され、市民に

対して議会の活動状況を報告することで、市民への説明責
任を果たすとともに、市民の意見等を市政に反映させるた
めの活動を行っています。

議会改革検討委員会

議会報告会運営委員会

◎福田　裕司　〇浅野　貴之
　大浦　兼政　　古沢ちい子　 内海まさかず
　梅澤　米満　　白石　幹男

◎針谷　正夫　〇小太刀孝之
　川田　俊介　　市村　　隆　　雨宮　茂樹
　針谷　育造　　氏家　　晃　　白石　幹男
　関口孫一郎

今回は２名の「議会広報紙モニター」にご登場いただきました。
　議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力をいただいている「議会広報
紙モニター」にインタビューするコーナーです。
　広報委員も新しくなり、モニターさんも新たなメンバーでお送りいたします。

Ｑ：議会だよりを読んで感じたことを教えてください。
Ａ ：議会だよりを初めて読みましたが、議員の皆さまの栃木市に
対する思いを感じました。

Ｑ：議員にどのようなイメージを持っていますか。
Ａ ：議員の皆さまの市に対する思いや政策がよく分かり、さまざ
まな視点があると思いました。

Ｑ：栃木市に期待することは何ですか。
Ａ ：子育ての支援や子どもたちの住みやすい街づくりに期待しま
す。

Ｑ：栃木市の子育て環境はいかがですか。
Ａ ：子どもを遊ばせる場所が少ない。特に雨の日は遊べる場所が
ないので、公園や商業施設の誘致等を頑張っていただきたい。

（インタビュアー：川田委員）

Ｑ：議会だよりを読んだ感想はいかがですか。
Ａ：私は議会だよりにあまり目を通したことがなかったのですが、
今回読んでみて栃木市の抱えている問題や現在行われている
事業などの情報を知ることができて良かったです。今後は議
会だよりを毎号読み、議員さんの仕事にもっと関心を持ちた
いです。

Ｑ：議会に対するイメージをお聞かせください。 
Ａ：議会や一般質問の様子を拝見したことがなかったので、「市
民の要望や意見が反映されているのか、よく分からない。」、「力
のある議員さんの意見が通りやすく一部の議員さんたちで討
論している。」、「議員さんは具体的にどんな仕事をしているか
よく分からない。」というイメージを持っていました。

Ｑ：栃木市に期待することは何ですか。 
Ａ：栃木市に住んでいて良かったと思える、安全で安心して暮ら
せる魅力ある街づくりを目指してほしいと思います。市議会議
員の皆さまには、益々のご活躍を期待しています。

（インタビュアー：青木委員）

議会広報紙モニター
毛塚　高章さん

議会広報紙モニター
富山　芳男さん

27 28
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▶議会として
　決算の審査を十分に行うことは、不用な事業を見極め、予算が不適切な使われ方をしていないかを確
認するだけでなく、現在必要とされる事業に適切かつ効率的に予算を反映させるための重要な責務となっ
ています。
　栃木市議会では、市民の皆さまの必要とするサービスが提供され続けるために、決算審査を慎重に行い、
費用対効果が適しているかを考慮し、次年度の予算編成につなげてまいります。

決算の審査 予算に反映 市民への
サービス提供

今年度も書面や動画等により 報告しています
　今年度の議会報告会も書面や動画、ラジオなどのさまざまな方法により発信しています。じっくり知
りたい方は書面、手軽に知りたい方は動画など、自分のスタイルに合った方法を選択できるようにする
ことで、より多くの方に議会報告会に触れていただきたいと考えています。今回は報告内容の概要を紹
介します。

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分）※
を主として活用し、原油価格・物価高騰の影響を受けている市民や市内事業者に対する支援として、特
に重点をおいて取り組むべき事業を議会から市に提案しました。
　その提案を受けて、令和４年６月定例会で予算化され、市が新たに取り組むことにした事業をご紹介
いたします。

▶決算の認定
　９月定例会最終日（９月２６日）の本会議にて、決算特別委員会委員長が審査結果報告を行い、質疑・
討論を経て採決の結果、一般会計のほか、６件の特別会計と２件の企業会計の決算が認定されました。

＜今年度の意見交換会について＞
　意見交換会は年ごとにテーマを決め、テーマに関係する方を対象に行うことで、より深い、双方向の
意見交換となることを目指します。今年度は若者世代の投票率向上をテーマとし、主権者教育の一環と
して、市内の高校に通う学生を対象とした意見交換会を開催しています。

令和３年度決算の審査について

議会報告会

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（コロナ禍
における原油価格・物価高騰対応分）
　コロナ禍において原油価格や物価高騰の影響を受けている地域
経済や住民生活を支援し、地方創生を図ることを目的に国から交
付されるお金です。

議会活動の結果、
どんな事業が実現
したんだろう？

取り組むことになった事業

▶決算特別委員会の設置
　9月定例会の開会日に、決算を審査するための
決算特別委員会を設置し、全体会を開催しました。
全体会では、正副委員長の互選・決算の概要・

主要事務事業報告の説明を受け、各会計の決算の
審査を分科会に送付しました。

▶４つの分科会
決算特別委員会では、審査する内容が多岐にわた
るため、４つの【分科会】に分かれて審査しました。
　　　・総務分科会　　　　・民生分科会
　　　・産業教育分科会　　・建設分科会

議会からの提案

▶とち介が議員に聴く！動画で議会報告会
　栃木市マスコットキャラクターのとち介
が議会報告のポイントをゆる～く聴いてい
きます。
▶高校生が議会に突撃調査！議会PR動画
　高校生が議会の役割や議会がないときの
活動などを議員に聴いていきます。

議会報告動画と議会PR動画を作成しました

原油価格等高騰により事業活動に大きな影響
を受けている市内事業者へ経営の支援が必要

▶原油価格等高騰対策事業者支援補助金
市内事業者に対し、燃料費と電気料に係る経費
の一部を補助（上限30万円）

▶介護施設等物価高騰対策補助金
▶障がい者支援施設等物価高騰対策補助金
1日3食を提供している施設に対し、1人当たり
1日40円の食材費を補助

物価高騰による介護施設や障がい者支援施設
入所者等の食の質の低下を防ぐとともに、健
全な事業運営への支援が必要

▶子育て世帯生活支援特別給付金（拡大給付）
給付金の対象とならないひとり親世帯に対し、
児童１人当たり3万円の給付金を支給

価格高騰の影響を受けながらも、所得超過によ
り国が支給する『子育て世帯生活支援特別給付
金』を受けられないひとり親世帯へ支援が必要

詳しい内容は
こちらから
アクセス

新型コロナと原油価格・物価高騰対策への
議会からの提言について

給食材料費や光熱水費が高騰
する保育所等の保護者負担を
軽減するための支援が必要

▶民間保育所等物価高騰対策補助金
民間保育所等に対し、対象園児4000人の食材
費や光熱水費増加分（１人当たり500円×12か月）
を補助

原油価格・肥料等の物価高騰
により農業経営に大きな影響
を受けている市内農業者（米
生産者）へ支援が必要

▶米生産者経営意欲推進事業負担金
作付面積に応じて10アール当たり3500円を補助
▶学校給食地域生産者応援事業費
地元産の米を使用した米粉パンを学校給食で提供
（単価71.46円×提供回数6回×1万2000人分）

　9月定例会において認定を行った「令和3年度決
算の審査について」審査の流れをご紹介します。
※質疑内容の主だったものは、2・3ページに記載がありますので参照してください。

不要な事業の見極め
不適切な使用の指摘 適切で効率的な予算編成 誰もが住みやすいまち

【本会議】

 8/26

・
決
算
特
別
委
員
会 

設
置

【全体会】

 8/26

・
決
算
の
概
要
等

　説
明
を
受
け
る

【全体会】

9/21

・
質
疑 

討
論
・
採
決

・
分
科
会
長
報
告

【本会議】

9/26

・
決
算
の
採
決（
認
定
）

・
質
疑 

討
論

・
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

決 算 特 別 委 員 会

【分科会】質疑
・総務分科会 　　9/5
・民生分科会 　　9/6
・産業教育分科会 9/7
・建設分科会 　　9/8

【会派代表質疑】9/20


